
和歌山市監査委員公表第４号 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第２項及び第４項の規定に基づき、定期監査

を実施したので、同条第９項の規定により、その結果を次のとおり公表する。 

  令和２年３月２７日 

和歌山市監査委員  森 田 昌 伸    

同  上    柳 野 純 夫    

同  上    芝 本 和 己    

同  上    中 塚   隆    

 

第１ 監査の期間 

   令和元年９月９日から令和２年２月７日まで 

 

第２ 監査の実施箇所 

 １ 市民環境局 

   市民部    市民生活課、市民課（東部サービスセンター、河南サービスセンター、河

西サービスセンター、河北サービスセンター、中央サービスセンター、北

サービスセンター、南サービスセンターを含む。）、自治振興課（地域フロ

ンティアセンターを含む。）、男女共生推進課、人権同和施策課（芦原文化

会館、杭の瀬文化会館、善明寺文化会館、平井文化会館、本渡文化会館、

岩橋文化会館、木ノ本文化会館、鳴神文化会館、大垣内文化会館、弘西文

化会館、口須佐文化会館、栄谷文化会館を含む。） 

   環境部    一般廃棄物課、環境政策課、青岸清掃センター（青岸エネルギーセンター、

青岸クリーンセンター、青岸汚泥再生処理センターを含む。）、収集センター

（北事務所、西事務所、青岸ストックヤードを含む。）、浄化衛生課、産業

廃棄物課 

 ２ 都市建設局 

   建設総務部  建設総務課、技術管理課、用地課、地籍調査課 

   道路河川部  道路政策課、道路建設課、街路建設課、道路管理課、河川港湾課 

   建築住宅部  住宅政策課、住宅第１課、住宅第２課、公共建築課、空家対策課 

   都市計画部  都市計画課、都市再生課、まちなみ景観課、公園緑地課、建築指導課 

 ３ 議会事務局 

          議会総務課、議事調査課 

 ４ 企業局 

   経営管理部  企業総務課、契約課、経理課、営業課、技術管理課 

   水道工務部  水道企画課、管路整備課、維持管理課、上・工業用水道管理課（加納浄水

場、出島浄水場、真砂浄水場、水質試験事務所、六十谷第１・第２浄水場

を含む。） 

   下水道部   下水道企画課、下水道管理課、終末処理場管理課（中央終末処理場、和歌

川終末処理場、北部終末処理場を含む。）、下水道建設課、下水道施設課 

 



第３ 監査の項目 

 １ 調定、収納及び現金取扱状況 

 ２ 予算の執行状況 

 ３ 財産の管理状況 

 ４ 委託料、補助金等の有効性及び効率性 

 ５ 契約事務の適正性 

 ６ 各事務処理の必要性及び効率性 

 ７ その他 

 

第４ 監査の結果 

   おおむね良好であったが、一部において次表のとおり整備を要する事項が見受けられたの

で、今後、より適正な事務の執行を望むものである。 

   なお、監査の際に見受けられた整備を要する事項のうち、軽微なものについては、その都

度指導したので省略する。 

項 目 監査結果 担当局部課等名 

行政財産の目

的外使用許可

に関する事務

の誤り 

 行政財産の目的外使用許可に係る使用料（支所連絡所使

用料）の徴収事務において、和歌山市公有財産規則第２５

条の２では、納付すべき期限を別に指定する場合において

は、当該納付すべき期限までの期間は、使用許可をする日

から１月を超えてはならないと規定されているが、１月を

超える納期限が指定され又は納期限が指定されず、収納ま

でに期間を要しているものが見受けられたので、納入通知

書において同規則に則した納期限を明記されたい。 

市民環境局 

市民部 

自治振興課 

 行政財産の目的外使用許可に係る使用料（土地使用料）

の徴収事務において、和歌山市公有財産規則第２５条の２

では、納付すべき期限までの期間は、使用許可をする日か

ら１月を超えてはならないと規定されているが、許可の際

に調定が行われておらず、収納までに期間を要しているも

のが見受けられたので、許可をする際に調定を行うととも

に遅滞なく納入通知を行い、定められた期間内に収納する

よう注意されたい。 

市民環境局 

環境部 

収集センター 

（北事務所） 

 行政財産の目的外使用許可に係る使用料（企業財産使用

料）の徴収事務において、行政財産の使用許可に関する使

用料条例第２条による算定を誤り、使用料の過徴収が見受

けられたので、差額分を返金するとともに、今後このよう

なことがないよう同条例を遵守されたい。 

企業局 

下水道部 

下水道管理課 



現金の収納事

務における誤

り 

 証明閲覧手数料等の払込事務において、和歌山市財務規

則第８９条第３項では、出納員が直接収納した収納金は、

即日又は翌日納付書により指定機関等に払い込まなければ

ならないと規定されているが、払い込むまでに期間を要し

ているものが見受けられたので、同規則を遵守されたい。 

市民環境局 

市民部 

市民課 

（北サービスセ

ンター） 

決裁責任者の

決裁を受けず

に施行 

 行政財産（都市公園運動広場）の使用許可及び使用料免

除に関する事務において、和歌山市事務決裁規則に規定さ

れている決裁責任者の決裁を受けずに施行しているものが

見受けられたので、同規則を遵守し適正な決裁処理を行わ

れたい。 

都市建設局 

都市計画部 

公園緑地課 

重要物品の保

管状況の報告

誤り 

 和歌山市物品管理規則第１８条に規定されている重要物

品保管報告において、重要物品である風向風速計の保管台

数を誤って報告していたため、早急に訂正の報告をすると

ともに、今後このようなことがないよう保管状況を報告す

る際は、重要物品と重要物品補助簿、備品受払簿等の諸帳

簿を照合するなどして、誤りが発生しないよう適正な事務

処理を行われたい。 

市民環境局 

環境部 

環境政策課 

委託契約の前

金払に関する

事務の誤り 

 （仮称）岡崎団地新１号棟建設工事監理業務委託契約に

おいて、和歌山市財務規則第６０条第１項に定める前金払

の割合は３割であるが、過去２年度間にわたり当該年度ご

との出来高に応じて４割の前金払していた。 

 また、同条第４項では、前払金の額に１０，０００円未

満の端数が生じたときはその端数金額を切り捨てるものと

規定されているが、１，０００円未満を切り捨てていた。 

 当該契約における事業はすでに完了し債務は履行されて

いるものの、今後公共工事その他の契約を締結する際には、

法令等を遵守し、契約ごとに内容を厳格に精査するなど、

契約事務の適正化に努められたい。 

都市建設局 

建築住宅部 

住宅第１課 

 


